
記　録

●リスクアセスメントの結果及び実施したリス

ク低減措置を記録して、災害防止のノウハウ

を蓄積し、次回のリスクアセスメントに利用

する。

危険性又は
有害性の特定

●荷が倒れて、腕を挟まれ骨折する。

●荷の液体が漏れて、中毒になる。

●荷の上から墜落し頭部を強打する。

3

リスクアセスメントとは、作業における危険性又は有害性を特定し、それによる労働災害（健康障

害を含む）の重篤度（災害の程度）とその災害が発生する可能性の度合を組み合わせてリスクを見積

り、そのリスクの大きさに基づいて対策の優先度を決めた上で、リスクの除去又は低減の措置を検

討し、その結果を記録する一連の手法をいいます。リスクアセスメントによって検討された措置は、

安全衛生計画に盛り込み、計画的に実施する必要があります。

その手順の流れはおおむね次のとおりです。

2 リスクアセスメントとは

リスクの見積り

●災害になったとき、ケガの程度は？

その作業は一日どの程度あるのか？

●そのリスクの大きさは？

●既存の対策は？

リスクを低減する
ための優先度の設定
リスク低減措置の
検討

優先度に対応したリスク低減措置の実施

●対策の優先度は？

●作業のやり方をかえられないか？

●何か設備的な対策がとれないか？

●管理的対策は可能か？

●対策をとった後にリスクの見直しを行ったか？


